
Ⅰ　前年度の各種調査から見られる学校の状況
① 標準学力検査の経年変化（全国平均を100とする標準スコア）

② 学校の状況

Ⅱ　今年度の学力向上に係る重点取組
① 学校全体での取組

② 各教科での指導の重点
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「文章を書く」ことに関しては、問題に対する時間配分
や解く順番の工夫を指導していきます。

「話の内容を聞き取る」ことに関しては、聞き取りの場
面で話し手が行った工夫や意図、効果に注目させて聞き
取らせるなど、聞き取る観点を絞って学習を進めていき
ます。

学習集団づくり授業づくり 学習習慣・環境づくり

釧路市立音別中学校

【２年生】
・国語では、全国平均を大幅に超え、前年度と比べても大きく結果を伸ばしている。どの領域でも全国平均
を超えており、特に「我が国の言語文化に関する事項」では、満点であった。
・数学では、全国平均を若干下回る結果となった。「図形」の領域では、全国平均を大きく超える結果で
あったが、「数と式」「関数」の領域で全国平均を下回っており、課題となっている。
【３年生】
・国語では、全国平均を超え、ここ３年間で右肩上がりで結果を伸ばしている。特に「情報の扱い方に関す
る事項」の領域では、全国平均と比べ１０ポイント以上上回っている。一方で、「話すこと・聞くこと」
「書くこと」の領域で全国平均を下回っており、課題となっている。
・数学では、国語同様に全国平均を超え、３年間で右肩上がりで結果を伸ばしている。領域別でみても、全
てで全国平均を上回っている。

令和７年度 学力向上プラン
公表用

2025/4月 作成

※釧路市では、１～２年生を対象に国語と数学で標準学力検査を実施して
いますが、本校では、結果は載せていませんが独自に社会・理科・英語に
おいても実施しています。

○生徒個々に応じたきめ細かい指導を更に行い、
基礎基本の定着をより図る。
○教師各々がICT機器を積極的に活用し、授業の
様々な場面で効果的に活用していく。
○昨年度より小中共通で校内研修の充実を進めて
いるので、今後も継続していき、小中共通で授業
づくり進めていく。
▲発展問題にも取り組み、既習事項を活用に努め
る。

○授業、委員会や学級活動などの場面において
も、更にタブレット端末を日常的に活用すること
で、生徒にとって有益なものとしていく。
○放課後学習や長期休業の学習サポートについて
は、全教師が関わり、より生徒が積極的に参加で
きるよう環境を整える。
○開校準備教育部会の更なる取組を進め、小中の
連携を取りながら義務教育学校化への準備を進め
ていく。
○朝学習や朝読書をより定着させ、特に朝学習に
ついては、自分に今何が必要かを考えて各自で課
題を設定して取り組み、自主性を育んでいく。

○朝学習や家庭学習にタブレット端末学習ア
プリやフォローアップワークシートを積極的
に活用していく。
○手帳に個人の予定などを書きこむ習慣をつ
け、生徒が生活の計画を立て、見通しを持っ
て生活し、その計画の振り返ることができる
よう朝の会・帰りの会だけでなく、授業中に
も指導していく。
○小中連携して家庭学習チェックシートの記
入を行い、生徒自身が教科の偏りに気付いて
調整しながら、家庭学習を自主的に行えるよ
う、働きかけを行う。
▲各教科で定期的な復習を行い、学びの定着
に努める。
▲タブレット端末を使用した家庭学習に積極
的に取り組んでいく。

国語科の重点

生徒が必要感を感じ主体的に学習に取り組めるような
魅力ある課題設定に努めます。
話す活動・聞く活動共に「目的意識・相手意識」をも
たせつつ、その場面での指導事項を意識させて活動に
あたります。
朝読書等を活用し様々な種類の文章に触れさせなが
ら、豊かな語彙を習得させ適切な言葉を用いて表現で
きる力を養います。
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音楽科の重点
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問題や課題の設定の工夫を行い、生徒が主体的に学び
たくなるような授業になるよう努めます。
ワークや復習プリントの活用により、復習を定期的に
行い、基礎・基本の定着を図ります。
授業や各テストにおいて、文意を読み取って解く問題
や説明させる問題を意図的に組み込み、様々な問題に
対しての対応力を養います。

関数では、表と式とグラフの繋がりを連動させて操作し
ながら問題を解かせていきます。

文字と式では、文章から数式に表す時に、文章の中でど
の言葉が式を表しているのかに注目しながら復習させて
いきます。

生徒が課題に対して解決したいと思うような課題設定
を工夫します。
生徒が現象を整理、考察する場面で生徒が交流する機
会を多く設け、思考力・他者に説明できる表現力を養
います。
授業内で扱う現象が日常生活で取り上げられている場
面について触れ、学習を主体的に取り組む態度を育成
します。

現象の中で数字を扱う内容について、演習の機会を充実
させていきます。

定期的に学習を振り返り、復習を行い、学びを定着させ
る機会を設けます。

美術科の重点

副教材ワーク、ドリルプリント、単元のまとめやテス
ト前に演習問題として何度も行い、発展的な知識や技
能、思考力・判断力の定着を目指します。
タブレットでの調べ学習や資料・課題提示などを積極
的に生徒の学習活動に取り入れ、自分の言葉で考えた
り説明したりする力を養います。
自分と社会とのつながりや、社会への関わり方を考え
ながら主体的に学習に取り組む態度を育てます。

資料の読み取りと既習事項とを関連づけ、思考する力の
定着を図ります。

過去に学習した用語が定着させるため、何度も復習する
時間を設けます。

生徒が興味・関心をもって言語活動に取り組むため
に、「伝えたい」「聞きたい」と思うような題材を設
定します。

既習事項に触れる場面を意図的に設定し、基礎・基本
の語彙や言語材料の定着を目指します。

理科の重点

英語科の重点

基本的な文法事項や語（句）の定着のために、家庭学習
の仕方等にアドバイス等の工夫をしていきます。

まとまりのある文を読み取りながら、文章の要点を読み
取る力をのばしていきます。また、教科書に載っている
文だけでなく、生徒自身が書いた文などの多様な文章に
触れさせながら、まとまりのある文を書いたり、読んだ
りする力を養います。

社会科の重点

数学科の重点

体育科の重点

基本的な技能が身につくようにICTを活用し、生徒が自
分の動きを客観的見ることで課題を把握し、解決でき
るよう支援します。
生徒個人やチームの課題を把握させ、それを解決でき
るように個人思考や集団思考の時間を確保し、主体的
に解決できるようにします。

・

・

▲授業内における運動量を確保し、全校の課題である全身
持久力が向上するように努めます。

・生徒が興味関心をもって主体的に学習できるような魅
力的な題材を取り上げ、音楽を愛好する姿勢を育てま
す。

・

▲

表現活動では、自他の声に耳を傾けるためにグループ活
動を取り入れ、ICTを活用し、学びながら実技の定着を図
ります。

自己肯定感や自己有用感を感じられる歌唱指導やグルー
プ練習を充実させていきます。

・

・

生徒が学習の課題と要点を理解して、ICT機器を活用
し、生徒自らが創作活動や鑑賞の学習に関わる情報を
分析し、主体的な学びを進めます。
生徒同士が作品制作の課題の確認や技法、鑑賞での観
点などの情報交換を行い、学び合う学習の展開を進め
ます。

・

▲

生徒の作品を校内展示して創作活動への関心を持たせ、
生徒一人一人に創作活動の達成感と満足感を持たせま
す。
少規模の学級なので、発想をより深めるために、教師か
らの発言を工夫していきます。

問題解決的な学習課題を題材にし、自ら発言する場面
を設け、自分の意見に自信を持たせる工夫をします。

アナログとデジタルを使い分け、どの教科でも必要に
応じた使用ができるように指導していきます。

・

・

日常生活から自身の課題を見つけ、生活に生かせる実習
に取り組むことで自立できるような力を養います。

授業で学んだことが日常生活に生かされるように、活用
場面や発表場面工夫をしていきます。

・

▲

技術・家庭科の重点


